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研究成果の概要（和文）：認知症対応型通所介護施設において、アクションリサーチの手法を用

いて行われているケアとその課題を明らかにした。現場では特に苛立ち・暴言のある利用者の

ケアが課題だと感じていた。そこで特定の利用者に焦点を絞った参加観察と認知症ケアへの思

いを聞く個別インタビューを行った結果、これまでの経験を生かして多様なケアで対応してい

る反面、それでもうまくいかないことへのジレンマを感じていた。これらの結果を職員にフィ

ードバックしたところ、法人内で発表するという自発的な取り組みへとつながった。 
 
研究成果の概要（英文）：In this study, I clarified care and problems in an outpatient 
long-term care for a dementia patient by using action research. It was thought that a care 
of the user who had irritation and abusive language was a problem especially on the site. 
Then, I performed the participant observation which focused on the specific user and 
individual interviews to hear thought to dementia care. The result said that they provided 
various cares which based on their experiences, but felt the dilemma which they didn’t go 
well. After feeding back these results to the staff, it let to the voluntary action that they 
announced in a corporation. 
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１．研究開始当初の背景 
 わが国は世界に類を見ないスピードで高
齢化が進行し、超高齢社会を迎えた。高齢者
の増加と共に高齢者に多い疾患である認知
症の問題も深刻化している。厚生労働省は
2015 年には何らかの介護が必要な認知症高
齢者の数は 250 万人に達するとしている１)。
しかしこれは 7 年前の推測値であり、現在は
さらに深刻化していると考えられる。高齢者
虐待、老老介護、認認介護などの問題が取り
ざたされる中、自宅で暮らす認知症高齢者と

その家族にとって、通所介護施設は家族の休
息や本人への認知的、身体的刺激、社会性の
維持などに大きな役割を果たしている。特に
認知症デイは一般型よりも手厚い人員配置
のもと、より専門的なケアを行っている。認
知症はその人、その時、その場所、状況で症
状が異なり、BPSD(Behavioral Psychiatric 
Symptoms of Dementia：認知症による行
動・心理症状)への対応も毎回同じ方法が通用
するとは限らない。そのような中、ケアスタ
ッフは認知症高齢者の状態に合わせて、経験
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的にケアの方法、手段を選択し実践を積み重
ねている。平成 19 年の厚生労働省による介
護サービス施設・事業所調査では、認知症デ
イは全国に 2484 施設となっており２）、認知
症高齢者の増加に伴い現在ではさらに増加
していることが予想され、ケア実践力の向上
とその方法の開発が望まれる。 
 現在、ケア事例の報告書が出版されており
３）、このような書籍を参考にすることはケア
向上の一助になると考えられる。しかし、多
忙なスタッフにとってはこれらに自らアク
セスし、学習することは難しく、また、個々
人の努力だけで施設全体のケア向上を図る
には限界がある。そこで、本研究では実践し
ながら理論形成を目指すアクションリサー
チの手法を用いて、ケア実践力向上のための
アクションプランを作成する。アクションリ
サーチとは 1940 年代に米国の社会心理学者
Kurt Lewin の活動から始まった、実践とそ
の分析を結びつけて１つのものにし、絶えず
発展し続けるという連続性の中で専門性の
高い経験を探求していく手段である４）。この
手法の利点は、より現場に沿った方法でケア
実践力の向上を図ることができ、そこで作成
されたアクションプランは 1つの施設にとど
まることなく、他の施設での実践や教育にも
利用できる可能性があるということである５）。
この点から、アクションリサーチは単なる業
務改善にとどまらず、理論化にもつながる研
究であり、本研究も将来的には今回の対象施
設に限らず多くの認知症デイ施設のケア向
上を図ることを目的としている。 
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２．研究の目的 
 本研究では研究協力施設で参加観察、個別
インタビューを主に用いて協力施設の実践
者と共に以下の点を明らかにすることを目
的とした。 
(1)実践されているケア内容とその意義 
(2)実践者の認知症デイにおけるケアへの思
い 
(3)実践されているケアの課題 

(4)思いを実現するためのアクションプラン 
 
３．研究の方法 
 認知症対応型通所介護施設において、そこ
に勤務する介護職・看護職と共に考えながら
以下の五段階を経て、ケア実践力向上のアク
ションプランを作成する。 
 
【第一段階】実践しているケアの記述と意味
づけ 
研究協力施設において参加観察を行う。現場
で行われているケアを研究者がメモし、実践
者に振り返りメモを記入してもらう。研究者
はそれをもとに短い面接を行い、内容を補完
して場面を再構成し、ケアの意味を実践者と
確認する。 
【第二段階】ケアへの思いの明確化 
個別面接を行い、日ごろのケアについての
ケア実践者の思いを把握する。研究者も現
場にケア提供者として定期的に関わり、ケ
得られたデータをケア実践者にフィードバ
ックしながら、ケアへの思いを明確化する。 
【第三段階】実践しているケアの課題の明確
化 
第二段階でフィードバックした結果をもと
に、職員とともに話し合い、ケアの課題を明
確化する。 
【第四段階】思いを実現するためのアクショ
ンプラン作成 
【第五段階】アクションプランの実行と評価 
 
４．研究成果 
 研究期間を通しての取り組みでは、第三段
階の実践しているケアの明確化までを実施
した。現場の意見を聞いていく中で、特に苛
立ち・暴言という BPSD を呈している利用者
のケアの課題について明らかにしたいとの
ことであったため、そこに焦点を絞ってデー
タを収集した。 
 
(1)個別インタビュー 
 10 名の介護職と 1 名の看護職に対して、苛
立ち・暴言を呈する利用者のケアに対する思
いを聞いた。インタビューは 20 分から 60 分
で、1 人につき一回行った。データは承諾を
得た上で録音し、逐語録を作成した。逐語録
を熟読して意味内容にそって分類した結果、
以下の表となった。 



 

 

表１ ケアに臨む際に抱く感情 
カテゴリー 生データ 

対象者の心の
奥を見たい 

「基本は、相手の、何やろ、
心の奥を見たいみたいな
気持ちはありますけどね」
「その人の行動してる、見
えない部分っていうのか
な、見えてる部分よりもも
っと奥の部分が、すごくあ
るんやろうなって」 

来て良かった
という感情だ
けでも残って
ほしい 

「あっ、ここに来て良かっ
たなって、少しでも思える
瞬間が、あったらいいなと
か思いながら」 

一瞬でも安ら
ぐ時間を作り
たい 

「認知症の人ってすぐ忘
れはるけど、楽しかったっ
ていう思い、ホッとできた
なっていう思いが一つで
もあれば、ＯＫかなって」

 
表２ ケアの結果に抱く感情 
カテゴリー 生データ 

今までのケア
が通用しない
戸惑い 

「認知症介護の基本とい
うのが（中略）通用しない
ことが多いっていうのは
すごく感じます」 

対象者の怒り
と悲しみを癒
せないやるせ
なさ 

「あんだけ怒ったら、しん
どいもん、だって。怒るっ
てしんどいじゃないです
か。（中略）人に対して怒
ってる自分って、とてもし
んどいでしょう。あれが何
とかならないかなと思う」

暴言が心に突
き刺さる辛さ 

「すごい、すごい心に突き
刺さるんですよね」 
「ぱしぱし言われたこと
が、脳裏に、なんかちょっ
と、眠りが浅いときに出て
くるんですよ」 

理想とするケ
アができない
もどかしさ 

「自分の理想がどんどん
遠のいていくみたいなね」
 

その場しのぎ
のケアしかで
きない苛立ち 

「何かこれでいいんだろ
うかとか思いながらも、そ
の場しのぎでやってます
よね」 

 
 
 
 
 

表３ ケアを試行錯誤する中で抱く感情 
カテゴリー 生データ 

自分のケアが
苛立ちを助長
するのではな
いかという恐
怖 

「やることによって、より
火を付けてしまう可能性
があることへの恐怖心が、
あるのかもしれないです
ね」 

自分の不安が
対象者に伝わ
る懸念 

「こっちも不安やし、もう
頼むし、ここに座ってて、
ああ、頼む、何かこういう
表情が（中略）余計に彼女
も不安になり、こっちも不
安になりの悪循環」 

ケアの方向性
が見えない不
安 

「すごいいいときもあれ
ば、体調によって悪いとき
もあるし、持っていく先が
見えないです、とても、す
ごい不安で」 

 
表４ 他利用者に抱く感情 
カテゴリー 生データ 

他の利用者へ
及ぼす影響へ
の懸念 

「ほかの方がおろそかに
なるっていうのが、すごく
苦痛」 

利用者本位を
貫けないジレ
ンマ 

「時間内にあれもしな、こ
れもしなと思うと、利用者
本位が、知らんまに自分本
位になっていってるなっ
ていうのはありますけど」

他の利用者の
言葉に救われ
癒される 

「認知症の人からの、その
生の声がこっちに伝わっ
て、わたしらも、それに救
われる、その言葉に救われ
るみたいな面はね、やっぱ
りありますからねえ」 

 
表５ 職員に抱く感情 
カテゴリー 生データ 

他の職員を悪
く言うことへ
の罪悪感 

例えば、『スタッフのあの
人、悪い人や』とか、悪口
を言わはるのを、（中略）
同調することによって、そ
の相手のスタッフに、なん
かすっごい申し訳ない気
分になったりとか 

職員同士で話
してしんどさ
を分け合い楽
になる 

「職員の方も、精神的に参
ってるところがあるので、
何で助かってるかって、み
んなで話すことで、支え合
ってるところで助かって
ます」 

 
 苛立ち・暴言のある認知症高齢者をケアす
る際に＜対象者の心の奥を見たい＞と前向
きな気持ちで臨んでいる。しかし、暴言とい



 

 

う反応が返ってくると＜今までのケアが通
用しない戸惑い＞を感じ、暴言そのものにも
＜暴言が心に突き刺さる辛さ＞を受ける。暴
言という反応がなかったとしても＜その場
しのぎのケアしかできない苛立ち＞を抱く。
ケアを試行錯誤する中で＜自分のケアが苛
立ちを助長するのではないかという恐怖＞
を抱くまでに至る。  
 また、対象者にかかりきりになることによ
り＜他の利用者へ及ぼす影響への懸念＞を
抱くが＜他の利用者の言葉に救われ癒され
る＞時もあった。同僚に対しては、ケアする
中で対象者に同調するために＜他の職員を
悪く言うことへの罪悪感＞を感じつつ＜職
員同士で話してしんどさを分け合い楽にな
る＞ことで、救われていた。  
 
(2)参加観察 
 苛立ち・暴言を呈する利用者 A 氏の行動と
それに対するケアに焦点を絞り、12 回の参加
観察を行った。その結果、暴言・苛立ちの形
で感情を爆発させることの多い A 氏でも、ご
く稀に穏やかな表情を見せることがあり、そ
れは A 氏の表情と言動・行動をきめ細やかに
観察して臨機応変にケアを行っている職員
の技術によるものであることがわかった。し
かし、経験豊富な職員でもケアが届かずに苛
立ち・暴言を助長することも多くあり、この
ことが A 氏のケアを困難にしていると考え
られた。 
 
(3)研究参加者自身による自発的な取り組み 
 上記(1)、(2)の結果を随時、研究参加者にフ
ィードバックする中で、参加者よりインタビ
ューの結果を自分たちの手でまとめ、所属法
人内の研究発表会で発表したいとの声が上
がった。研究者が収集したデータをもとに、
暴言・苛立ちのある認知症高齢者のケアをす
る際の課題と対応策について研究参加者が
まとめた。その結果、職員は様々な感情を持
ち、悩み、ケアに対する前向きな気持ちを失
うこともあるため、職員が互いのケアを認め、
肯定的にとらえるための機会を持つことが
必要であるという考察が得られた。 
 
(4)今後の展望 
 研究参加者である職員の自発的な取り組
みにより得られた、「職員が互いのケアを認
め、肯定的にとらえるために機会を持つこと
が必要」ということから、どのようにその機
会を持つかについてを共に話し合い、具体的
な取り組みにつなげていきたい。 
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